
Cetylpyridinium  Chloride  Troche  2mg“IWAKI” 
｛セチルピリジニウム塩化物水和物（塩化セチルピリジニウム）トローチ｝ 

口腔殺菌消毒剤 

13㎜ 4.1㎜ 

N＋（CH2）15 CH3 Cl―・H2O

　製造販売 

【組成・性状】

【効能・効果】
咽頭炎、扁桃炎、口内炎

【用法・用量】
セチルピリジニウム塩化物水和物（塩化セチルピリジニウム）
として、通常１回２mg（本剤１錠）を１日３～４回投与し、
口中で徐々に溶解させる。
なお、症状により適宜増減する。

【使用上の注意】
１．副作用
本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を実
施していない。

２．適用上の注意
（１）本剤は口腔内で唾液により徐々に溶かしながら用いるもの

で、噛み砕いたり呑み込んだりせずにできるだけ長く口中
に含んで有効成分が口腔内に長時間保たれるようにするこ
と。

（２）薬剤交付時：
PTP包装の薬剤はPTPシートから取り出して服用するよ
う指導すること。（PTPシートの誤飲により、硬い鋭角部
が食道粘膜へ刺入し、更には穿孔をおこして縦隔洞炎等の
重篤な合併症を併発することが報告されている。）

【臨床成績】
急・慢性咽頭炎、扁桃炎１４１例に１日４錠、４日間服用させた
場合の有効率は８３．６％であった１）２）。

【薬効薬理】
１．口中で頻繁に遭遇する病原細菌である溶血性連鎖球菌や黄色
ブドウ球菌３）またカンジダ等の真菌４）にも試験管内で強力な殺
菌作用を示す。

２．健康成人男子５名にセチルピリジニウム塩化物トローチ２
mg「イワキ」１錠｛セチルピリジニウム塩化物水和物（塩
化セチルピリジニウム）として２mg｝を服用させ、口内で
溶かし滅菌生食水で口内を洗浄させた。この洗液を検体と
し、使用前に対する細菌数を比較した結果、減少率は３０分で
７５．４％、６０分で６４．４％、１２０分で５２．５％であり、服用後３０分
で最大減少を示した１）。

【有効成分に関する理化学的知見】
一般名：セチルピリジニウム塩化物水和物（塩化セチルピリジ

ニウム）
（Cetylpyridinium Chloride Hydrate）

化学名：１―Hexadecylpyridinium chloride
分子式：C２１H３８ClN・H２O
構造式：

性 状：白色の結晶又は結晶性の粉末で、においはないか、又
はわずかに特異なにおいがあり、味は苦い。水、エタ
ノール又はクロロホルムに溶けやすく、アセトンにほ
とんど溶けない。

【取扱い上の注意】
安定性試験５）

最終包装製品を用いたなりゆき室温（通常の流通下における保
存条件）、４年間の長期保存試験の結果、外観及び含量等は規
格の範囲内であり、セチルピリジニウム塩化物トローチ２mg
「イワキ」は通常の市場流通下において４年間安定であること
が確認された。

【包 装】
１０００錠

【主要文献及び文献請求先】
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〈文献請求先〉

主要文献に記載の社内資料につきましても下記にご請求下さい。

岩城製薬株式会社 学術部

〒１０３―８４３４ 東京都中央区日本橋小網町１９―８

TEL ０３―３６６８―１５７４

FAX ０３―３６６８―５２８２

承 認 番 号 ２２５００AMX００９５８

薬 価 収 載 ２０１３年１２月

販 売 開 始 ２０１３年１２月

再評価結果 １９８０年８月

日本標準商品分類番号
８７２３９９

種類 頻度 頻度不明

過 敏 症注） 発疹等

口 腔 口腔、咽頭の刺激感等

注）投与を中止すること。

組

成

成分・含量
（１錠中）

セチルピリジニウム塩化物水和物
（塩化セチルピリジニウム） ２mg

添 加 物
精製白糖、ポビドン、ヒドロキシプロピルセルロース、
カルボキシビニルポリマー、ステアリン酸Mg、香料

性

状

色 ・ 剤 形 白色のトローチ剤

形 状

識別コード
（包装記号）

CP

２０１３年１２月改訂（第７版、販売名変更に伴う改訂等）

２０１２年１月改訂

貯法：室温保存
使用期限：外箱に記載
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